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この空想上の1次関数の傾き″(α)は αの値によって定まるので,α についての関数とみなすことがで

きます そこで,定数αを関数としての変数″でおきかえます また,仮想的な座標軸もαの値によって

変動するので,Xのかわりにご″,yのかわりにグυとして
,

dυ =ノ′
(″ )グ″″ お～うるらな形の武べ独てき【!!

さこで、と

登場まレね ～

とします この近似された理想的1次関数αυ=/′ (″)α″のことをυ=/(″)の微分と言います

珍注 α″を″の微分,αυをυの微分といいます

珍注 『微分係数′(α )』 を『微分商』という理由も納得できるでしょう

′(α)==子争(=αυ tt d″ ), ●5ま り微分(αυやご″)の商だからなスンですオよ

さて,υ =/(″)の微分αυ=/′ (″ )α″にυ=/(α)を代入すると
,

α(/(″))=/′ (″)α″

なので,/(″)の微分は/′ (“ )グ″である, といいます /(″ )の微分を単にグ/と かきます

なお,こ のように考えると,″ の微分が d″ になる理由もはっきりします つまり,″ の微分 とは ,

″
′
α″=1グ″=d″ なのです (υ の微分 αυも同様 )

一)Pointく (『微分(dづ //ογοη′づαι)』 と『微分する(dづ//ι″οπ′づα
`0)』

の定義)

υ=/(″)の『微分(aづノノο″οπιづαι)』 とは,理想的1次関数αυ=/′ (″ )d″ のことである

υ=/(″)を 『微分する(α
j//ο″οπ」α′a)』 とは,y=/(″ )から,そ の微分であるαυ=/′ (″ )∂″

をつ くることである

υ=/(″)  微分りる 、
ttt■ k撼 げ、、

つまり,『微分』と『微分する』とは全く異なる概念である
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このように,本来,υ =ノ(″)を『微分する』とは,υ =/(″ )か ら,その『微分』ごυ=/′ (″ )α″を

つくることなのですが,こ の『微分する』という言い回しは,1慣例的に『 g等 っまり /′ (″)を つくること』

の意味で用いられることが多いので, この慣例に従い『微分する』を次のように定めます

一>PoinN('資例

υ=/(″)の『微

るという

υ=/(″ )

υ=ノ (″ )

としての『微分する』リーー

分』ごυ=/′ (″洵″の両辺をα″で割って, 1争争
=/′ (″ )と 変形fる ことを付文分す

αυ=/′ (α )α″  
両辺をα工で割る、

rFt分 す る

#=/′ (″ )

#=/′
(″ )

【例】

メ 十″2の微分は,d(″
3+″2)=(3″2+2″

)グ″

υ=″3+″2の微分は,αυ=(3″2+2″
)α″

υ=″3+″2を微分すると, :争 =3″2+2″

【例】

sin″ の微分は,d(Sin″ )=cos″ α″

υ=sin″ の微分は,αυ=cos″ ご″

υ=sin″ を微分すると,瑠7=C°S″
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3 微分形式

ご″や グυを独立して扱う考え方を「微分形式」と

いいます (ホ ントは違うけど)微 分形式の発想を,

これまでに学習した様々な微分方法に当てはめてみ

よう

31 逆関数の微分

〔例 〕 υ=v7の微分

υ=vTの両辺を 2乗 して,υ2=″

両辺を『微分』して,2υごυ=∂″ よって

グυ _1_ 1
α″

~2ty~所

つまりυ=マ7を 微分した結果に一致します こ

のような微分の方法を逆関数の微分と言いました

が,α″とαυを最初から独立して考えればわざわ

ぎ逆関数の微分など意識する必要もありません

32 合成関数の微分

合成関数 υ=g(/(″))の微分も,a″ とαυを

最初から独立して考えると,全 く何の問題もありま

せん

υ=g(/(″ ))に おいて, /(″)=オ とおくと
,

υ=θ (′)よ って,それぞれの『微分』は

グυ=σ′
(′ )α′, α′=/′ (″)ご″

より,

αυ=θ
′
(`)・ /′ (″ )ご″=θ

′
(/(″ ))・ /′ (″ )d″

よって
,

各
=σ

′
(/(″ ))・ /′ (″ )

33 媒介変数表示された関数の微分公式

媒介変数表示された関数の微分も,ご″とご′,ごυ

とご′を最初から独立して考えると,全 く何の問題

もありません 単なる約分です

″=/(′)の『微分』は,d″ =/′ (ι )α′

υ=g(′)の 『微分』は,αυ=σ′
(ι )α′

したがって,

αυ _θ
′
(`)ご

`_g′
(′ )

α″
~/′

(`)α
`~/′

(′ )

34 陰関数の微分法

陰関数とは,単純にいうとυ= … の形で書か

れていない関数,つ まりF(″ ,υ)=0で定められ

る関数のことです 通常,こ の関数を微分するはな

かなかややこしいのですが,微分形式を使いこなせ

ば,非常に簡単です まず基本となるのは
,

/(″)の『微分』はノ
′
(″ )ご″である

ということ 例えば,

2″
3の

『微分』は,(2″
3)′

d″ =6″2∂″

υ
10の 『微分』は,(υ

10)′ αυ=10υ9α
υ

となります 当然,定数 οの『微分』は 0です

あとは,次の具体例を通 して慣れることです

剛 メ+ノ =1のとま手 を求めよ

ご(″
2+υ2)=0

"α
″+2υαυ=0

αυ     ″
∂″

~ 
υ

剛″υ=1のとま#嶽めよ
d(″υ)=0
α″・υ十″・αυ=0
αυ _   υ
α″ ~  ″

例ノ=メ +加のとま#林めよ
α(υ

2)=ご
(″
3+2)

2υαυ=3″ 2α″

ごυ _ 3″2

α″ ~ 2υ

剛 がノ=1のとれ子 嶽めよ

銘ヽ

∂(″
3υ2)=0

3″
2グ″.υ2■ ″3.2υαυ=0

αυ _  3″ 2υ2 _ 3υ
グ″

~~2″
3υ  ~~万
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これまQ∫ 痢 ″=が という計算式は 昭メ

を″で積分すると″3に なるJあ るいは「微分して

3″
2に なる関数が ″3で ぁるJと 解釈 してきました

が,実は, これは積分本来の意味ではありません

積分記号
∫

は,「 和Jを 意味する英単語 協 ″

の頭文字が語源であるといわれています つまり

∫
3″

2ご″=″3と ぃぅ言十算式は

3″
2d″

を寄せ集めれば ,3に なる

ということを意味しているのです 「曲線をSF世

界の目で細かく見た『微分Jを 寄せ集めればもとの

曲線に戻るJと いう極めて当たり前のことを意味し

ているにすぎません

『積分』は『微分』の寄せ集め

これが積分本来の意味だったのです

4 微分と積分の本当の関係

～積分は微分の単なる「逆」なのか ?～

例えば,υ =″3の『微分』

ごy=3″ 2ご
″

の両辺に積分記号
∫

を施すと

Jrαυ=Jr3″ 2∂″

となります 両辺をそれぞれ積分計算すると
,

なので,確かに元の関数 υ=″3に戻 ります (積分

定数は本質的ではないので省略)

武漁 t寄ャタあ7“〕.ヒ 宅λ§
↓一タ

ひ

鳳山
靱

′
―
―
―
ノ
　
「

殊
山

↓
味負

うズ翻
亀

だ
5 参考文献 幽 τヽ1)の tムメ|ち夫ラマ]ト

最近の受験参考書は,マ ニュアル本のような感じで面白くもなんともないですね そんな中にあって,数  ナツトク〃学
:10ilil;i:]][夢 ili次[|[『 31iliう

           そういう
lξよ1年1こ

イ

'7†

ソ、
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大学への数学シリーズ『微積分 基礎の極意』(東京出版 )
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ができる 高校微積分の中で最高峰の参考書なのでぜひとも復刊 してもらいたい

また,高校数学から一歩踏み出した専門書も紹介しておこう これらは高校数学と大学数学の橋渡し的書

物で,大学へ行ってからもしばらく使えると思います (大学入試には全く関係ない)て いうか,こ ういう

書物を読まずに,いきなり大学数学を経験するとワケわかんなくなるでしょうね
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